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「ポスト近代の時代にあって、問題は、近代の

制度である教育にある｡」「学校教育は、明示的．

暗示的なカリキュラムを通して、従来の社会を支

配してきたパラダイムを再生産している｡」「環境

教育は、問題の解決であると同時に、それ自身が

問題でもある｡」これらの言葉は、それぞれ教育

全般、学校教育、環境教育に向けて発せられた批

判であるが、いずれも環境教育がよって立つ基盤

の反省を迫る麺い言葉だと思う。

今から25年前、環境教育は環境問題と教育問題

の変革の主体（anagcntofchange）だと言われ
た。しかし、ここで私たちに突きつけられている

課題は、個別の環境問題と教育問題ではなく、

「環境という問題」と「教育という問題」にあり、

変革の主体とみなきれる環境教育自身の枠組みと

そのあり方が問い直きれているのではないだろう

か。

では、その問い直し（re-scarch）はどのように

すればいいのだろうか。ここでまた新たな課題に

ぶつかる。それは、環境教育の存立基盤を問い直

すためになされる研究（TCSearch）の存立基盤を

も問い直さなければならないという問題である。

これは、研究に必要なデータを集めるためにどん

な方法を用いるかというレベルの問題ではなく、

どのように問題を立て、どのような方法でデータ

を集め、どんな枠組みで分析・考察し、どのよう

な形に研究をまとめ、発表するかという、研究全

体のデザインとそれを支える考え方（パラダイム）

の問題である。

ここに述べたような根本的な問題をめぐって、

国際的には熱心な縦論（comcslalion）が積み重ね

られてきている。日本では、環境教育が政策課題

の最前線に登場してきた。そのような時代にあっ

て、環境教育の広がりだけでなく、深みを求める

議鵠がもっと必要なのではないか。

環境教育は、変革の主体であると同時に変革の

主題（thesubicctorchange）でもある。
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糧集委貝会の判断で適任と思われる会員のかた

に原稿の査銃を依頼しています。場合によっては

会員外のかたにも査読をお願いすることもありま

す。

「環境教育」１０号（ＶＯＬ5.No.２）の特築「日本

環境教育学会関西支部第４回大会」の記載に訂正

がありました。慎んでお詫び申し上げます。

p､４５２行目

（誤）1995年12月９日に甲南大学でおこなわれ

た

（正）1995年12月９日に奈良産業大学でおこな

われた
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